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落ちを例に-
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私がおもにたすきわっている心理学の研究で,これま
で10miniZationがシソポジアムの問題として論議された
ことはないと冒ってよい｡心理学では,人間や動物の行
動のメカニズムを探るが,それは比較的短かい時間軸で
刑故と反応の結びつきを調べるのであり,進化の過程と
いうltい柑iq軸で行動の変容を取り上げるのではない.
例えは,心PJ!学は人間や動物の言語的活動や,道具使用
の行動な収り上げ.その行動の時間的な発生機仔を明ら
かにしようとするが,そこC問題になる時Rlr.軸は,多く
の助命佃fl;苑達の過程であり,長くとも数世代の間のこ
とがらにすぎない｡
10miniZ山ionというきわめて良く,もはやわれわれが
JH】ほ的にしかその軌跡をたどることができない餌象を研
兜する分相と.心理学のように現存の人間や動物を用
い,叩呪可伐な火映-JJ'法により,行動のメカニズムを短
lI抑】帖で脈明しようとする分野は,もともと別個のもの
である｡このことは自明のようであるが,班は研究者の
(.-ilでも氾乱やすりかえがあるように思われる｡例えは,
JRTl'･のいく梯蛸かの正長Wiの言語的活動や道具使用の行
動な比蛇することにより,hominiZationの過程が明らか
になるという訳解があるo心理学の研究結果のみによっ
て,いろいろちがった動物の冒語的活動を比較し,体系
的に比べると,それは系統進化にもとづく動物学上の分
析と一致しない｡だからと冒って,われわれはイルカを
/nl主脚こ入れるようなことはせず,心理学の研究結果を
系統池化のLt:系のなかで位匠づけようとする｡
心PJi･-tl:三占･が10miniZationを取り上げないのは,心理学
の研兜-))価.では lOminizationを解きえないからである
が,心PJi'･7:以外の研究者は,きわめて大胆に心理学の研
兜Al3'火な hominizationの解明に利用しようとする. こ
のことは.それ自作非難されるべきではないが,homi-
nbtionな直接解明できる分野と,できない分野とをは
っきりtf_別し.両者の問で概念の混同やモデルの誤った
仙川を避ける必要がある｡そうしなければ,本来つなが
りのない叫象を無理に閃迎づける危険性が生ずる｡
このことはhominizationを拡大解釈し,hominization
な)R才(-･の入坑の持つ特質の総体ととらえ,現存の盟長抗
のnlilと比較する場合にも生ずる.私は入校の系統進化
の過掛こついてhominiZationを諭ずることはできないか
ら,honlinizationを上記のように拡大解釈し,その枠組
のなかでhominiヱationをとらえることにする｡そして,
現存の霊長現と比較することによって,入校の特質を明
らかにすることがいかに困姓であるかな指摘したい.
人塀では,未成年から成年に移る時期は,一般に青年
期といわれ,身体の成長や心理面での変化,さらに,か
れらが社会のなかで占める位置などを考艦すると,青年
期は人矧こだけ特徴的にみられる発達の時期といわれ
る｡そこで,青年期を性成熟の徴峡が現われてから.実
際の繁殖活動が始まるまでの期間とし,このような時期
が他の霊長蚊にもあるかを検討してみよう｡
霊長掛こ限らず多くの嘱乳静ま,性成熟の微峡がみら
れると,直ちに繁殖ができるのではなく.無紋活動の開
始は時期的に少し遅れる｡性成熟の徴候があってから繁
殖が始まるまでの期間は,青年期不妊の期間といわれ,
多くの人の研究結果によると,ほとんどすべての輔乳柄
に認められるといわれる｡
人掛こおける青年期不妊は,身体面での真吾拙能力の未
成熟さや不適合さによるばかりではなく,社会的条件の
抑制によることが多い｡ このような社会的条件の関与
が,入校の青年期の特徴とされているが,霊長折の場合
でもこのような社会的条件が関わっていることは冒うま
でもない.したがって,ただj削こ青年期不妊の和知や,
それを規定する大まかな条件だけでは,人班の脊年期な
他の霊長班の場合と区別し,それを入校の発途岬I別の的
質とすることはできない｡
次に,問題をやや具体的にし,ニホソザルが未成体か
ら成体になる過渡期に,特徴的に現われる行動の一つと
して,オスの群れ落ちについて検討してみよう｡
私が祝祭している岡山県真庭郡勝山町神庭沌付近にす
む餌付け自然集田 (勝山袋田とよぷことにする)を例に
とると,1958年の餌付けから1972年までの15年間に,計
約220匹のオスが生まれたが,1972年10月現在でj潤 に
とどまっているものは計約84匹で,他は柴田からいなく
なっているoいなくなったもののなかには,粂田内で生
活しているうちに死亡したと思われるものもいるが,大
多数は群れ落ちしたと考えられる｡1972年10月現在で,
1才までのオスは全員柴田内転いるが,2才までのオス
は15匹中2匹,3才までは23匹中4匹,4才までは18匹
中8匹,5才までは13匹中6匹,6才までは13匹中8匹
が集団からいなくなっている06,7才になるといなく
なったオスの数はさらに増え,8,9才ではそれぞれ2
匹しか柴田にとどまっていない.勝山北田の1)一〆-は
lo牙 (19621'F生まれ)で,この年令では柴田に残ってい
る唯一のオスである｡リー ダーより年長のオスは,推定
15才のが1匹,推定13才のが2匹いる｡
このように4才から6才頃までには,オスの約半数が
柴田からいなくなる｡･この年令はオスが性的成熟に達す
る頃であり,一般的には群れ落ちはこの頃に多く現われ
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るといえる｡しかし.すべての郡れ搭もが.宋成件から
成体に移る時期に現われるのではない.かれらはごく幼
い切な除き,ほとんどどの年令でも･1jl田から群れる｡L
l=がって,群れ満ちをサルの阿川 に特徴的な現象とみ
ることはできない｡
かれらが群れ箔ちなするときの状況は さまざまであ
る｡仲間との関係について群れ滞ちの状況を調べると,
4才giまでのものは年F<者と一緒に,4才頃から6才ER
のものは同年邪の仲間と一緒に,それ以上のものは若い
オスをつれたり,坤独で柴田から離れることが多い｡し
かし,これにも数多くの例外があることは言うまでもな
い.また.郡れ滞ち前に,順位を逆転されることがある
が,また遊転されない場合も多い｡
私は郡れ滞ちなするサルは.母ザルとの関係で予刑で
きるのではないかと考え,数年Rqにわたり付と子の関係
を追跡紋然してみた｡オスの子とfQとの結びつきは.メ
スの子と位との結びつきより一触こ疎遠であり,この仰
向はすでに子が生検2, 3カJlの頃から認められるoオ
スの子は生後1年を過ぎると,さらに付から離れ.同咋
粥のオス仲間と行動を共にすることが多くなるが,なか
には母との密接な結びつきが持続するものもいる｡この
ように付との結びつきが密接な子で.同年2FLのオス仲間
が郡れ落ちしても,Jj!団にとどまっているものがいる.
しかし.付との関係だけで群れ蒋ちなするかしないか,
またその時期はいっかな-T･BltJすることはできない｡
このように.オスが苅田から解れていく現象を一つと
っても,それに関わる条件は校雑で.郡れ箔ちな岬にサ
ルが米成体から収l榊こ搾るときに特徴的に現われるもの
としてかたづけることはできない.このことは人机の切
合でも当てはまる.人肌こおいて.耶 F･とか町年糊とか
いうものな,行動上のあるいは心冊的な粥性によって.
また社会的な粥性によって.はっきりと頼り出すことは
はたして可憶であろうか0人郡の馳こ同和な杓Trな.行
動や生活の冨n抑こわたって規定することはきわめてむつ
かしい｡一触こは人桝の個体発達の特徴とされる耶咋糊
ち,その実作はあいまいである.そして.これを盟Jl<刑
の苑迅過料こみられる現象に対比させ,人刑の特質な兜
明しようとしても.あいまいさは少しも郎消されないo
homini7.1tionな現存･の人刑の持つ特質の総体とし,そ
れを現存･のⅢF<mの特Ttと比接して解明するには,われ
われは人肌こついてもJIBr<肌こついても.きわめて乏し
い知識しか持ち介わせていない.知識が凸かになってか
らでないと10miniz.ltionを約訊できないとするのは訳
りであるが.現在では茨而上の規似現卸こよって人柳と
盟F<析とな対比させ.さらには,人刑の系統進化の過相
までな推諭しようとする訳みが,知識の乏しきな無祝し
て進行しているように恩われる｡この帆句はとくに行動
研究の分野･において口立っているo
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